
地域おこし協力隊 日下未夕 

『富田ペンション』ってこんなところ。 

 

＊オーナー：富田キワ子さん 

＊移住元 ：埼玉県上尾市 

＊開業年 ：1974年 

 

テーマは“お客さまの思い出になるお手伝い” 

富田ペンションは、峰の原高原第一号ペンションです。やっぱり、この一言から。 

 

 

営業開始当時は、電話線はひかれておらず、郵便は各戸に届けられず、ごみの収集はなく…

というペンションを営業するには大変な生活。毎日時間を決めて千鋒苑に行き、電話で予約

の確認を行ったり、郵便物を受け取ったりしていたそう。ただ、これらの不便さは山暮らし

ならではの“楽しさ”だったんだとか。 

 

なるべく地産の食材を使用するよう心掛けているという手作りのお料理に、ほっこり家具

とほっこり雑貨の温かい空間が広がっています。ダイニングの暖炉の上には、「富田ペンシ

ョンの音楽会」と書かれた木の音楽隊たち。なんと驚き、富田ペンションを造った大工さん

のおひとりが、数年前ふと富田ペンションを検索し、連絡したことから始まった、再繋がり

による贈り物だそう。あたたかいエピソード。 
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♡お客さまもペンションの一員 

富田ペンションならではの「峰の原通信」。宿泊された方に、年に４回峰の原高原の様子を

知ってもらうためにお手紙を出していらっしゃいます。峰の原高原に来ることができなく

なってしまったお客さまにも、もちろん。その数、毎回 200 通ほど。 

 

また、お客さまが帰られる際に写真を撮り、後日送ることがおきまり。お客さまの中には、

この写真と峰の原通信を全て保管している方もいるそう。家族の成長記録にペンションが

一役。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペンションは定期的に訪れる場所。お子さまの成長を感じつつ、ペンションの成長をも感じ、

また成長をしていく。「お客さまもペンションの一員」なのだそう。 

 

現在は、姪の三上葉子さんと経営をされています。ほっこり、ゆったり、あったかい。そん

な言葉が似合うペンション。ぜひ、おふたりの人柄とともにお楽しみください。 


